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  ●京都こども文化会館 
 
前回検証結果 

（平成27年度） 

見 直 し 

・利用者数・稼働率の改善には、平日利用の促進が重要であるが、
営業活動や利用者ニーズの分析などが十分とは言えないため、近
年、増加傾向にあるバレエ利用について営業強化するとともに、
積極的な大学等への利用促進やマーケティング分析によるニーズ
の掘起しが必要。 

・施設の利用実態や代替施設の存在及び施設の老朽化を踏まえ、設
置目的や必要性について改めて整理を行うとともに、引き続き、
今後の施設のあり方について京都市（土地所有者）と協議を進め
ること。 

 
対応・改善策 
実施状況 

・京都市内の大学や高等学校に対し、サークル活動や人権学習等の
課外授業としての利用促進を依頼。 

・ホームページの空き状況検索を整備。 
・学識経験者、青少年団体関係者等で構成する「京都こども文化会
館あり方懇談会」を京都市と共同で設置（平成28年12月）し、今
後の施設のあり方について検討。 

 
取組の成果 ◇数値目標の達成に向けた運営を行った。 

 ・利用率 

年度 H27 H28 H29 

目標値 56.0% 56.0% 56.0% 

実績値（大ホール） 55.0% 47.6% 53.2% 

達成率（大ホール） 98.2% 85.0% 95.0% 
 

なお残る課題・
問題点 

◆営業活動の取組が、利用者数・利用料金収入・利用率の改善につ
ながっていない。 

◆施設設置後35年経過しており、建物・設備の老朽化が進行。 

府民サービス等
改革検討委員会
による改善意見
等 

□利用者数・利用率の改善のためには、営業強化が重要であるが、
前回検証以降、成果は見られず、今後の大幅な改善は困難。 

□施設の開設当初と比べて、京都市内に類似施設が増加しており、
果たすべき役割は終えているのではないか。 

 
京都府の検証結
果及び対応方向 
 

見 直 し 

＜見直し方策＞ 

◎施設の利用実態や代替施設の存在及び施設の老朽化を踏まえ、今

後の施設のあり方について、早急に京都市との協議を進めること。 

＜今後の対応＞ 

○京都こども文化会館あり方懇談会の報告書を踏まえて、今後、施
設を共同で運営する京都市と、施設のあり方について具体的に検
討する。 

 


